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神の建造としての召会のために、命としてのキリストを享受することを回復する

聖書：コロサイ3:4．Ⅰコリント3:9．マタイ16:18．啓1:10-12．4:5．5:6．2:7,17．3:20

命と建造は、全聖書における二つのかぎとなる言葉です。命は、神がキリストの中でⅠ．

生きた内容となることです。建造は、三一の神の団体的な表現です――創2:8-12, 22．

マタイ16:18．エペソ3:8-11, 16-21：

Ａ．キリストはわたしたちの命であり(コロサイ3:4)、召会は神の建造です(Ⅰコリント

3:9)。

Ｂ．召会の建造は、信者たちが命の中で成長して、彼らが命の中で造り変えられること

によります――6-12節．コロサイ2:19：

１．成長する肢体は、建造する肢体です――エペソ4:15-16。

２．キリストのからだ、すなわち、神の召会を建造することは、命の木としてのキリ

ストを人々に供給して、彼らをキリストの中で成長させることです――Ⅰコリン

ト3:6：

ａ．主イエスが地上におられた時、人々はいつも彼に、善いか悪いか、正しいか間

違っているか、イエスかノーかに関する質問をしました(ヨハネ4:20．8:5．9:

2．11:21)。しかし、彼はいつも彼らを命へと向かわせました(4:21．8:7．9:3．

11:25)。

ｂ．「クリスチャンは神に仕えること、神のために働くことを学ぶために、善悪知

識の木を避けることを学ばなければなりません……命の木に触れる人たちだけ

が、彼らの生活と働きが新エルサレムに残るのを見ます」(「ウオッチマン・ニ

ーが務めを再開した時期のメッセージ記録」、121-122ページ)。

Ｃ．キリストのからだとしての召会の内在的な意義と天的な実際は、金の燭台によって

予表されています。金の燭台は、生きた金の木である三一の神が、復活の命をもっ

て成長し、枝を出し、芽を出し、開花することを描写しています――出25:31-40．

啓1:10-12．民17:8：

１．わたしたちが勝利を得て、わたしたちの初めの愛としてのキリストに戻る時、わ

たしたちは彼を命として享受し、神聖な光を輝かし出し、わたしたちの地方でイ

エスの証しを守ります。そうでないなら、燭台はわたしたちから除き去られます

――啓1:2．2:4-7。

２．諸地方召会は、神がご自身の永遠のエコノミーの目標に到達するための手続きで

す。わたしたちは諸地方召会の中にいる必要があります。それによってわたした

ちは、キリストのからだの実際(エルサレムの中にあるシオン)という目標にもた

らされて、実際において金の燭台となることができます――エペソ1:22-23．4:4．

詩102:16．48:2．50:2．51:18．125:1-2．128:5：



ａ．わたしたちはキリストのからだの実際の中にいるために、キリストの復活の命

の中で絶対的になる必要があります――Ⅰペテロ1:3．エペソ2:6．参照、創2:

21-24。

ｂ．わたしたちが自分の天然の命によってではなく、わたしたちの中の神聖な命に

よって生きる時、わたしたちは復活の中にいます。この結果がキリストのから

だです――ピリピ3:10-11．Ⅰコリント3:12。

Ｄ．神の究極的な建造である新エルサレムでは、わたしたちが飲むための命の川が流れ

ており、またわたしたちが食べるための命の木が命の川の中に生えています。これ

が示していることは、わたしたちが神の建造にあずかるためには、命「による」以

外、また命「をもって」以外、他の道はないということです――啓22:1-2。

キリストの天の務めにおいて、神の七倍に強化された有機的な救いは、堕落した召会Ⅱ．

を命としてのキリストの享受へと戻して、キリストのからだを建造し、新エルサレム

を究極的に完成して、命における神の究極的な建造、すなわち、命の都とならせます

――1:4．3:1．4:5．5:6．22:1-2：

Ａ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、エペソに在る召会の信者たちを形式的な

召会生活から救い(形式的な召会生活は、主に対する初めの愛、燭台の輝く能力、命

としてのキリストの享受を失っています)、勝利者とならせます。そして彼らは褒賞

を受けて、神のパラダイス(王国時代における新エルサレム)にある命の木から食べ

ます――2:1-7。

Ｂ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、スミルナに在る召会の苦しんでいる信者

たちを強め、殉教させることによって迫害に勝利を得させます。そして彼らは褒賞

を受けて、王国時代に第二の死を味わうことはありません――8-11節。

Ｃ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、ペルガモに在る召会の信者たちを聖別し

て、この世との結合から、またバラムの教えとニコライの者たちの教えとから離れ

させ、勝利者とならせます。そして彼らは褒賞を受けて、王国時代に隠されたマナ

を食べ、新しい名が記された白い石を得ます――12-17節。

Ｄ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、テアテラに在る召会の信者たちを救い出

して、偶像礼拝、淫行、悪鬼的な教え、サタンの深い事柄から離れさせ、勝利者と

ならせます。そして彼らは褒賞を受けて、王国時代に諸国民を治める権威を持ちま

す――18-29節。

Ｅ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、サルデスに在る召会の信者たちを復興し

て、死と衰退の状況から離れさせ、勝利者とならせます。そして彼らは褒賞を受け

て、王国時代に白い衣を着て主と共に歩き、彼らの名が命の書から決して消されず、

御父の御前と彼の御使いたちの前で主によって言い表されます――3:1-6。

Ｆ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、ヒラデルヒヤに在る召会の信者たちを励

まして、だれも彼らの冠を奪うことがないように彼らの持っているものをしっかり

と保たせ、勝利者とならせます。そして彼らは褒賞を受けて、王国時代に神の宮の

柱となり、神の御名と新しいエルサレムの名と主の新しい名とが彼らの上に書き記



されます――7-13節。

Ｇ．七倍に強化された命を与える霊は働いて、ラオデキヤに在る召会の信者たちを目覚

めさせて、なまぬるくてキリストのない状況から離れさせ、精錬された金、白い衣、

目薬を、代価を払って買うよう彼らに勧め、戸をたたいている主に戸を開かせ、勝

利者とならせます。そして彼らは褒賞を受けて、王国時代に主の御座に着きます

――14-22節。

主の回復は、勝利者を生み出して、キリストのからだを建造するためにあります。そⅢ．

れは、王国時代における新エルサレムの初期の完成のためであり(啓2:7)、新天新地に

おける新エルサレムの完全な完成のためです(21:1-2)：

Ａ．勝利者は、その霊が諸召会に言われることを聞く耳を持つことによって、神の建造

のために命としてのキリストを享受します――2:7。

Ｂ．勝利者は、霊の中で生活することによって、神の建造のために命としてのキリスト

を享受します――1:10。
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